
  

症状：『頻尿』のオススメのあて方 

 

                         

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

【監修： 東銀座整骨院・整体院・鍼灸院 院長 関 修一（柔道整復師・整体師）】 

あて方 4 土踏まずよりかかと寄りの箇所（上図③）に、 

10 秒間少し深くあてる（連続振動） 

あて方 7 

足の小指にあてる（連続振動） 

 

あて方 8 

ふくらはぎの内側、

外側に各 4～5 ヶ

所あてる 

（連続振動または

断続振動） 

あて方 3 上図①と土踏まずよりかかと寄りの箇所（上図③）

を斜めに繋ぐライン（上図②）（輸尿管）を、①から③の方向に

2～3 ヶ所あてる（連続振動） 

あて方 2 足の裏の中央からやや指寄り（押して痛いところ＝

腎臓のツボ）（上図①箇所）に 10 秒間あてる 

（連続振動で 2、3 回繰り返す） 

あて方 1 湧泉（ゆうせん＝足の指を曲げると出来るくぼみ）に

10 秒間あてる（連続振動で 2、3 回繰り返す） 

最も効果が出やすいポイント 

会陰（えいん）に 10 秒程度あてる 

（連続振動で 2～3 ヶ所） 

 

 

 

※「会陰」とは・・・ 

男性では陰嚢（いんのう）の後方の境から 

肛門（こうもん）までの間、 

女性では陰裂の後縁から肛門までの間をいう。 

 
 

 
あて方 9 

恥骨（ちこつ）骨上に、 

2～3 ヶ所あてる 

（連続振動） 

 

※「恥骨」とは・・・ 

骨盤の前側にある、少し

出っ張った骨をいう。 

あて方 5 土踏まずかかと寄りから内くるぶしの後ろ側のところ

（上図④）に 10 秒間あてる（連続振動で 2、3 回繰り返す） 

あて方 6 内くるぶしとかかとの中間にあるくぼみ(上図⑤箇所)

にあてる(連続振動で 2、3 回) 


